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別
表
第
二
号
第
12
中
「符

号
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
及
び
符
号
分
割
多
元
接
続
方
式

携
帯
無
線
通
信
設
備

」
を
「携

帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
無
線
局
、
符
号
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
を

行
う
無
線
局
及
び
符
号
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
設
備

」
に
改
め
、
同
表
第
12
中
５
を
６
と
し
、
４
を
５

と
し
、
３
を
４
と
し
、
同
表
第
12
の
２
_
中
「及

び
陸
上
移
動
中
継
局

」
を
削
り
、
同
２
を
同
表
第
12
の
３
と
し
、

同
表
第
12
の
１
^
中
「及

び
陸
上
移
動
中
継
局

」
を
削
り
、
同
１
を
同
表
第
12
の
２
と
し
、
同
２
の
前
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

１
第
4
9条
の
６
に
定
め
る
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
無
線
局

\
符
号
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
又
は
時
分
割
・
符
号
分
割
多
重
方
式
携
帯
無
線
通
信
を
中
継
す

る
も
の

ア
拡
散
符
号
速
度
が
毎
秒
3•
8
4メ
ガ
チ
ッ
プ
の
も
の
５

M
H
z

イ
拡
散
符
号
速
度
が
毎
秒
1•
2
2
8
8メ
ガ
チ
ッ
プ
の
も
の

1•
4
8
M
H
z

ウ
拡
散
符
号
速
度
が
毎
秒

1•
2
2
8
8メ
ガ
チ
ッ
プ
の
陸
上
移
動
局
及
び
陸
上
移
動
中
継
局
の
無
線
設
備
で
あ

つ
て
、
二
又
は
三
の
搬
送
波
を
同
時
に
送
信
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
発
射
す
る
電
波
の
周
波
数
及
び
隣

接
し
な
い
一
の
搬
送
波
又
は
隣
接
す
る
二
若
し
く
は
三
の
搬
送
波
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す

る
。

Ê
8
1
5
M
H
zを
超
え
8
5
0
M
H
z以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

Ａ
隣
接
し
な
い
一
の
搬
送
波

1•
4
8
M
H
z

Ｂ
隣
接
す
る
二
の
搬
送
波

2•
7
1
M
H
z

Ｃ
隣
接
す
る
三
の
搬
送
波

3•
9
4
M
H
z

Ë
1¶
9
2
0
M
H
zを
超
え
1¶
9
8
0
M
H
z以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

Ａ
隣
接
し
な
い
一
の
搬
送
波

1•
4
8
M
H
z

Ｂ
隣
接
す
る
二
の
搬
送
波

2•
7
3
M
H
z

Ｃ
隣
接
す
る
三
の
搬
送
波

3•
9
8
M
H
z

]
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
を
中
継
す
る
も
の

ア
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
５

M
H
zの
も
の
５

M
H
z

イ
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
1
0
M
H
zの
も
の

1
0
M
H
z

ウ
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
1
5
M
H
zの
も
の

1
5
M
H
z

エ
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
2
0
M
H
zの
も
の

2
0
M
H
z

別
表
第
三
号
17
中
^
を
_
と
し
、
]
を
^
と
し
、
\
を
]
と
し
、
\
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

\
第
4
9条
の
６
に
定
め
る
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
無
線
局
の
送
信
設
備
の
不
要
発
射
の
強
度
の
許
容

値
は
、
２
に
規
定
す
る
値
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
値
と
す
る
。

（
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
第
十
号
の
二
を
削
り
、
第
十
号
を
第
十
号
の
二
と
し
、
第
九
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。十

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
携
帯
無
線
通
信
の
中
継

を
行
う
無
線
局
（
設
備
規
則
第
十
四
条
の
表
十
の
項
に
規
定
す
る
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
使
用
す
る

た
め
の
無
線
設
備

第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
中「（
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
の
二

中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
の
表
十
一
の
項
_

」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
二
の
二
中「
第
四
項
」

を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
二
の
三
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
三

及
び
第
十
一
号
の
四
中「（
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
の
六
の
二
及

び
第
十
一
号
の
六
の
三
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
六
の
四
及
び
第
十
一
号
の
六
の

五
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
七
か
ら
第
十
一
号
の
八
の
二
ま
で
の
規
定
中「（
携
帯

無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
の
九
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十

四
条
の
表
十
一
の
項
c

」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
十
の
二
及
び
第
十
一
号
の
十
の
三
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三

項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
十
の
四
及
び
第
十
一
号
の
十
の
五
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項

第
十
一
号
の
十
三
中
「
第
二
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
十
四
条
の
表
十
二
の
項
_

」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
十

九
中「（
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
の
二
十
の
二
中
「
第
四
項
」
を

「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
二
十
の
三
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

十
号
」
を
「
第
十
号
の
二
」
に
改
め
、「
第
十
一
号
の
八
」
の
下
に
「
、
第
十
一
号
の
八
の
二
」
を
加
え
る
。
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